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１ 

太
田
地
区
に
つ
い
て 

太
田
地
区
は
、
全
域
が
高
松
平
野
の
一
部
で
、
地
区
の
北
西
端
を
御
坊
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
地

名
は
、
大
和
朝
廷
の
屯
倉
を
耕
作
し
た
部
曲
の
民
（
田
部
ま
た
は
大
田
部
）
が
居
住
し
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
野
田
池
を
は
じ
め
と
し
た
大
き
な
た
め
池
が
あ
り
、
古
く
か
ら

開
け
た
肥
沃
な
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
小
さ
な
た
め
池
や
湧
水
（
出
水
）
も
所
々
に
存
在
し
て
い
ま

す
。 

 

※ 

太
田
周
辺
の
出
水
に
つ
い
て 

 

高
松
平
野
・
丸
亀
平
野
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
讃
岐
平
野
は
、
一
般
に
は
典
型
的
な
た
め
池
主
灌
漑

か
ん
が
い

地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
出
水
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
独
特
の
泉
や
、
地
下
水
の
利
用
も

活
発
で
す
。
高
松
平
野
の
出
水
の
大
半
は
香
東
川
の
右
岸
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
香
東
川
の
現

河
道
近
く
に
は
非
灌
漑
期
に
も
湧
出
す
る
泉
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
御
坊
川
沿
岸
を
は
じ

め
扇
央
か
ら
扇
端
に
か
け
て
は
、
灌
漑
期
に
は
湧
出
し
、
非
灌
漑
期
に
は
湧
出
を
停
止
す
る
一
時
的

な
泉
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。 

 

出
水
が
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
域
の
重
要
な
灌
漑
用
水
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
高
松
藩
が
十
八
世

紀
半
ば
に
、
各
村
に
あ
る
出
水
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
た
と
い
う
記
録
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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出
水
の
利
用
と
管
理
を
巡
っ
て
は
、
た
め
池
の
場
合
と
同
様
に
厳
格
な
水
利
慣
行
が
存
在
し
、
水
利

紛
争
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
し
た
。 

出
水
の
湧
出
部
や
水
路
の
浚さ

ら

い
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
連
絡
や
当
日
の
立
会
い
の
ほ
か
、
人
夫

の
数
、
使
用
す
る
道
具
の
種
類
、
浚
い
方
に
至
る
ま
で
細
か
な
慣
行
が
存
在
し
ま
し
た
が
、
干
ば
つ

発
生
時
な
ど
に
お
い
て
こ
れ
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
に
は
争
い
と
な
り
、
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

た
め
池
と
並
ぶ
重
要
な
灌
漑
用
水
源
で
あ
る
出
水
の
湧
出
部
や
下
流
の
水
路
に
は
、
多
く
の
洗
い

場
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
用
水
と
し
て
生
活
・
生
産
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
水
田

稲
作
の
存
立
基
盤
で
、
農
村
の
生
活
文
化
を
支
え
る
重
要
な
存
在
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
高
松
平

野
の
出
水
は
灌
漑
用
の
水
利
施
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
地
域
の
生
活
系
や
、
さ
ら
に
は
生
態
系
を

育
む
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
産
業
遺
跡
で
あ
る
と
同
時
に
地
域
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。 

 

※ 

鹿
の
井
出
水 

保
安
三
年
（
一
一
二
二
年
）
、
讃
岐
の
国
は
大
ひ
で
り
に
見
舞
わ
れ
、
飲
み
水
に
も
事
欠
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
々
は
何
度
も
雨
乞
い
を
し
ま
し
た
が
、
一
滴
の
雨
も
降
ら
ず
に
困
り
果
て
て
い
ま
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し
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
居
石
神
社
に
白
髪
、
白
髭
の
見
慣
れ
な
い
老
人
が

現
れ
、
不
思
議
そ
う
に
な
が
め
る
村
人
た
ち
の
前
で
、
突
然
一
匹
の
鹿

に
姿
を
変
え
て
走
り
出
し
た
の
で
、
村
人
た
ち
が
驚
い
て
そ
の
後
を
追

っ
た
と
こ
ろ
、
鹿
は
桃
の
木
の
そ
ば
で
立
ち
止
ま
っ
て
前
足
で
土
を
掘

り
、
ど
こ
へ
と
も
な
く
走
り
去
り
ま
し
た
。 

鹿
が
土
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
湧
い
て
き
た

の
で
、
村
人
た
ち
は
大
喜
び
で
喉
を
潤
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
湧
き
水
は
「
鹿
の
泉
」
と
呼
ば
れ
、
飲
料
、
か
ん
が
い
水
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
た
り
、

土
地
区
画
整
理
に
よ
り
急
速
に
都
市
化
が
進
行
す
る
中
で
荒
廃
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
街
中
に
残
っ
て
い
る
古
き
良
き
施
設
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
、
平
成
十
年
度
に
魅
力
あ
る
農
村
（
む
ら
）
づ
く

り
事
業
で
「
鹿
の
井
出
水
」
と
し
て
一
七
六
メ
ー
ト
ル
区
間
を
石
積
み

護
岸
に
改
修
し
、
合
わ
せ
て
遊
歩
道
、
休
憩
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。 

鹿の井出水 
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鹿
の
井
出
水
は
高
松
市
太
田
下
町
の
熊
野
神
社
の
北
側
に
あ
り
、
街
中
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
地
域

の
人
々
に
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
い
ま
で
も
太
田
、
伏
石
、
多
肥
下
の
水
田
の
補
助
水
源
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 
三
石
神
社 

伏
石
神
社
、
立
石
神
社
、
居
石
神
社
は
、
三
所
八
幡
又
三
石
八
幡
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
年
）
八
月
の
あ
る
晩
、
こ
の
村
の
郷
士 

寺
島
弥
兵
衛
吉
長
は
、
家
か
ら
南

西
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
林
の
中
か
ら
出
て
い
る
怪
し
い
光
を
見
つ
け
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
い
な
が

ら
そ
の
ま
ま
寝
ま
し
た
が
、
あ
く
る
晩
も
ま
た
次
の
晩
も
そ
の
光
が
見
え
る
た
め
、
不
審
に
思
っ
た

吉
長
は
そ
の
正
体
を
見
届
け
よ
う
と
家
来
を
連
れ
て
林
に
わ
け
入
り
ま
し
た
。
怪
し
い
光
は
林
の
中

程
に
あ
る
大
き
な
石
か
ら
出
て
お
り
、
そ
の
石
は
方
一
丈
余
（
約
三
メ
ー
ト
ル
四
方
）
、
高
さ
三
尺
（
約

一
メ
ー
ト
ル
）
、
ち
ょ
う
ど
伏
し
た
よ
う
な
形
の
も
の
で
地
面
に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
か
想
像
も
つ
か
な
い
大
石
で
し
た
。 

吉
長
は
「
こ
れ
は
た
だ
の
石
で
は
な
い
。
き
っ
と
神
様
の
宿
っ
た
石
で
自
分
を
呼
び
よ
せ
る
た
め

に
光
を
出
し
た
の
に
違
い
な
い
」
と
一
心
に
石
に
祈
り
、
そ
の
わ
け
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。 

神
様
の
お
告
げ
は
次
の
よ
う
で
し
た
。「
こ
こ
か
ら
三
百
歩
ば
か
り
東
へ
行
く
と
立
石
と
い
う
大
き

な
石
が
あ
り
ま
す
。
松
縄
村
に
は
流
石
が
あ
り
、
ま
た
屋
島
の
麓
浦
生

う

ろ

の
海
底
に
は
鰭ひ

れ

石い
し

と
い
わ
れ
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る
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
石
は
ど
れ
も
み
な
神
の
宿
る
神
石
で
す
。
世
の
人
々
は
こ
れ
を
知

ら
な
い
か
ら
今
こ
こ
に
そ
の
あ
り
か
を
教
え
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
後
は
必
ず
神
と
し
て
年
ご
と

の
祭
を
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」 

 

吉
長
は
お
そ
れ
多
く
思
い
、
こ
こ
に
社
を
建
て
て
村
の
産
土

う
ぶ
す
な

神か
み

と
し
て
祀
る
こ
と
に
し
、
ま
た
、

立
石
・
流
石
に
も
お
社
を
建
て
て
祀
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

① 

伏
石
神
社 

祭
神 

応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉
依
姫
命 

由
緒 

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
年
）
、
寺
島
弥
兵
衛
吉
長
の

創
建
と
伝
え
ら
れ
、
祭
神
は
毒
蛇
を
憎
み
、
そ
の
危
害
か

ら
人
々
を
守
る
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
殿
左
横
に
は
、
平
成
十
年
に
高
松
市
の
名
木
に
指
定

さ
れ
た
伏
石
神
社
の
ケ
ヤ
キ
が
見
え
ま
す
。 

 

※ 

鶴
亀
の
由
来 

寺
島
家
で
は
、
鬼
門
に
は
鬼
門
荒
神
を
祀
り
、
裏
鬼
門
に
は
庭
園
に
鶴
亀
を
安
置
し
て
い
ま
し
た
。

伏石神社 
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鬼
門
荒
神
は
寺
島
家
の
安
泰
を
守
り
、
鶴
亀
は
長
寿
を
祈
念
し
た

も
の
で
す
。
そ
の
後
、
立
派
な
鶴
亀
は
他
の
家
の
前
に
置
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
第
十
四
代
政
吉
氏
は
伏
石
神
社
へ
寄
進
を
申
し
出

て
、
氏
子
は
鶴
亀
石
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
年
）
二
月
の
こ
と
で
し
た
。
亀
は
神
社
境
内
に
安
置

し
、
鶴
は
寒
川
忠
五
郎
氏
の
顕
彰
碑
の
柱
石
と
し
ま
し
た
。 

昭
和
五
十
七
年
、
使
途
に
つ
い
て
総
代
協
議
の
結
果
、
鶴
石
を

亀
石
と
並
置
し
て
は
と
の
結
論
に
達
し
、
忠
五
郎
氏
の
孫
で
あ
る

清
氏
の
快
諾
を
得
て
亀
の
横
へ
移
す
こ
と
と
な
り
、
く
し
く
も
五

十
五
年
ぶ
り
に
鶴
亀
は
再
会
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

※ 

寒
川 

恒
貞 

 

明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
六
月
二
十
六
日
～
昭
和
二
十
年 

（
一
九
四
五
年
）
一
月
三
十
日 

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
実
業
家
（
電
気
） 

 

 

香
川
県
出
身
。
幼
名
安
太
郎
。
明
治
三
十
五
年
京
都
帝
国
大
学

理
工
科
大
学
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
、
蓄
電
池
研
究
の
た
め
大
学

鶴亀石 
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院
に
進
ん
だ
が
、
翌
年
に
退
学
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
技
術
者
と
し
て
十
数
年
間
は
主
に
水
力
開
発

事
業
を
幾
つ
か
手
が
け
て
い
ま
す
。 

 
明
治
四
十
年
に
箱
根
―
横
浜
間
送
電
線
に
本
邦
最
初
の

鉄
塔
の
案
を
提
出
し
、
明
治
四
十
三
年
に
は
四
国
水
力
電

気
（
後
の
四
国
電
力
）
の
創
立
に
参
画
し
、
監
査
役
兹
顧

問
に
な
り
ま
し
た
。 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
名
古
屋
電
燈
顧
問
に
各
就

任
に
、
大
正
七
年
東
海
電
極
を
設
立
し
社
長
に
、
昭
和
十

六
年
（
一
九
四
一
年
）
に
は
会
長
に
就
任
し
た
ほ
か
、
電

気
製
鋼
所
、
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
設
立
に
参
画
し
経
営

者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
正
十
四
年
に
逓
信
大
臣
よ
り
電
気
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

享
年
六
十
九
歳
。 

長
男
に
は
、
東
海
電
極
社
長
を
務
め
た
寒
川
恒
一
郎
（
一
九
〇
五
～
一
九
六
一
年
）
が
い
ま
す
。 

  

立石神社にある寒川恒貞篤志碑 
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② 

立
石
神
社 

祭
神 

応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉
依
姫
命 

由
緒 

立
石
神
社
は
、
昔
か
ら
三
所
八
幡
又
三
石
神
社
の
一
つ
と

し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
島
弥
兵
衛
吉
長
が
伏
石
の
神
に
祈
り

を
捧
げ
た
と
き
、
神
様
か
ら
教
え
ら
れ
た
ご
神
石
（
立
っ
た
形
を
し

て
い
る
石
）
が
あ
り
、
こ
れ
が
ご
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

③ 

居お

り

石い

し

神
社 

祭
神 

応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉
依
姫
命 

由
緒 

保
安
年
間
居
石
五
郎
右
衛
門
網
光
が
祀
っ
た
も
の
で
、
そ

の
子
孫
は
姓
を
佐
藤
と
言
い
、
ま
た
居
石
と
も
い
い
ま
す
。
居
石
神

社
は
保
安
五
年
（
一
一
二
四
年
）
居
石
五
郎
右
衛
門
網
光
が
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し

た
も
の
で
、
「
鹿
の
井
出
水
」
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

 

３ 

伏
石
事
件 

こ
の
事
件
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
六
月
、
伏
石
地
区

立石神社 居石神社 
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の
小
作
農
民
約
一
五
〇
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
主
に
小
作
料
の
永
久
二
～
三
割
減
を
要
求
し
、
地
主
が

こ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
十
二
年
、
日
本
農
民
組
合
伏
石
支
部
を
結
成

し
た
農
民
は
、
あ
ら
た
め
て
小
作
料
の
三
割
減
を
要
求
、
納
入
す
べ
き
小
作
料
を
共
同
保
管
し
て
あ

ら
そ
い
ま
し
た
。
十
三
年
に
な
る
と
、
地
主
側
も
伏
石
松
縄
地
主
協
同
会
を
結
成
し
、
有
体
動
産
仮

差
押
（
ま
だ
田
に
生
え
て
い
る
稲
を
小
作
料
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
こ
と
）
を
行
っ
て
、
小
作
側
と

対
抗
し
ま
し
た
。
稲
刈
り
も
、
ま
た
裏
作
の
麦
ま
き
も
で
き

ず
、
困
っ
た
小
作
側
は
、
日
本
農
民
組
合
顧
問
弁
護
士
で
あ

る
若
林
三
郎
氏
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
法
第
六

九
七
条
以
下
の
事
務
管
理
規
定
に
従
っ
て
、
小
作
側
が
共
同

で
稲
を
刈
り
取
り
保
管
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
地
主
側

に
通
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
通
告
ど
お
り
に
稲
を
刈
り
取

り
、
脱
穀
を
し
て
納
屋
な
ど
に
保
管
し
ま
し
た
。
脱
穀
の
翌

日
か
ら
本
格
的
な
検
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
人
余
り
の

農
民
が
拘
引
さ
れ
、
百
日
余
り
も
拘
置
の
ま
ま
予
審
尋
問
を

受
け
ま
し
た
。
本
来
は
、
地
主
側
と
小
作
側
の
小
作
料
に
関

す
る
民
事
事
件
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
、「
窃
盗
及
び
窃
盗
教

唆
」
の
罪
に
問
わ
れ
、
刑
事
事
件
と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。 

農民神社 
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大
正
十
四
年
九
月
七
日
、
高
松
地
方
裁
判
所
で
第
一
審
公
判
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
被
告
十

三
人
の
う
ち
一
人
が
無
罪
と
な
り
ま
し
た
。
有
罪
の
者
は
懲
役
四
か
月
か
ら
十
か
月
で
し
た
が
、
中

心
人
物
と
目
さ
れ
た
若
林
ら
三
人
以
外
は
執
行
猶
予
で
し
た
。
こ
の
う
ち
十
人
が
控
訴
し
ま
し
た
が
、

大
阪
控
訴
院
は
第
一
審
を
支
持
し
、
大
審
院
へ
の
上
告
も
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
二
人
が
自
殺
し
、

日
本
弁
護
士
協
会
は
取
り
調
べ
に
お
け
る
人
権
蹂
躙

じ
ゅ
う
り
ん

の
実
情
を
調
査
し
、
司
法
省
当
局
に
責
任
者
の

処
分
を
要
求
し
ま
し
た
。 

 

※ 

伏
石
事
件
碑
（
蓮
池
東
堤
） 

 

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
年
）
、
先
覚
者
の
苦
闘
を
偲
び

三
十
周
年
を
迎
え
、
伏
石
事
件
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
、
事
件
発
生
中
心
地
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

４ 

キ
モ
ン
ド
ー
（ 

紋
胴
）
遺
跡 

キ
モ
ン
ド
ー
遺
跡
は
高
松
市
伏
石
町
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
（
十
六
世
紀
）
に
、
香
東
郡
太
田
郷

伏
石
一
帯
を
所
領
と
し
て
い
た
香
西
氏
の
武
将
に
、
佐
藤
孫
七
郎
と
い
う
人
物
が
い
ま
し
た
。
孫
七

伏石事件碑 
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郎
は
居
石
五
郎
兵
衛
の
長
男
で
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
書
か
れ
た
軍
記
物
「
南
海
治
乱
記
」
に
よ
る

と
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
年
）
の
藤
尾
城
（
香
西
本
町
）
近
く
で
の
激
し
い
合
戦
で
討
ち
死
に
を

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
彼
の
居
城
で
あ
る
佐
藤
城
が
現
在
の
伏
石
町
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

て
、
か
つ
て
キ
モ
ン
ド
ー
と
い
う
小
さ
な
祠
が
立
っ
て
い
た
場
所
が
城
の
一
角
だ
と
い
い
ま
す
。
こ

の
祠
は
城
跡
の
鬼
門
（
北
東
の
方
向
）
に
あ
た
り
ま
す
。
キ
モ
ン
ド
ー
の
名
は
鬼
門
に
あ
る
堂
の
意

味
で
し
ょ
う
。 

 

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
断
面
逆
台
形
を
呈
し
、
幅
約
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
堀
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
堀
底
両
側
に
は
、
石
垣
が
一
～
二
段
残
っ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
周
囲
に
一

町
四
方
の
区
割
り
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
区
割
り
が
城
跡
を
示
す
も
の
と
考
え
る
と
、
見
つ
か
っ
た
堀

跡
は
城
の
南
東
の
角
に
あ
た
り
ま
す
。
石
垣
の
間
よ
り
十
六
世
紀
後
半
の
備
前
焼
擂
鉢
破
片
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
孫
七
郎
の
活
躍
し
た
時
代
と
合
致
し
ま
す
。
出
土
品
の
中
に
は
、
珍
し
く
木
製
品
も

見
ら
れ
、
城
内
整
地
層
よ
り
下
駄
、
堀
の
中
よ
り
漆
塗
椀
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
祠
は
現
在
、
伏
石
神
社
に
遷
座
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

５ 

松
縄
下
所
遺
跡 

松
縄
下
所
遺
跡
は
、
高
松
市
松
縄
町
の
野
田
池
の
す
ぐ
東
側
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
条
里
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の
地
割
に
沿
っ
て
、
坪
界
線
か
ら
約

三
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
二
本
の
溝
状
遺

構
が
南
北
に
平
行
に
伸
び
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
数
ヶ
所
に
東
西
方
向
の
二

本
の
溝
が
直
交
し
て
お
り
、
道
路
の

交
差
点
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

溝
か
ら
は
飛
鳥
時
代
後
半
を
中
心

と
す
る
時
期
の
遺
物
が
多
く
出
土
し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
高
松
平
野

の
条
里
地
割
は
飛
鳥
時
代
後
半
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。 

高松平野の条里地割と遺跡の位置 
（高松市教育委員会 むかしの高松４号より） 
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５月２７日（日） 松縄町からの復路 

ことでん琴平線 

    （三条駅）       （瓦町駅） 

12：18 発  →    12：23 着 

12：33 発  →    12：38 着 

12：48 発  →    12：53 着 

 レインボー循環バス西廻り 

    （野田池）      （瓦町駅） 

    12：13 発   →   12：28 着 

        12：33 発   →   12：48 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 坂出・八十場周辺を訪ねる  

 と  き 平成２４年６月２４日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 ＪＲ八十場駅から南に約３００ｍ  

講  師 増田 鉄平さん（坂出市教育委員会職員）  

☆広報「たかまつ」６月１５日号に開催案内を掲載しますの

で，ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ，文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は，「実施」です。）  
 

★集合場所への交通案内★ ---------------------------------------  

ＪＲ電車【予讃線・下り】 

（高松駅）   （八十場駅）  

  ８：１５ →  ８：４５  

  ８：５７ →  ９：２０  
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「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は，次のことに充分留意し，  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

 

１ 交通ルールを守り，交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず歩道を歩き，歩道が無いところでは，道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず，体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い，整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り，他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  


